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関係人口創出に関する協定 ～せとうちファンづくり協定～

1. 協定概要説明

①協定の主旨，②事業プロセス，

③３市とJR西日本の役割， ④事業パートナーの紹介

2. ３市及びJR西日本の取組，ねらい等

3. 協定書に署名

4. 記念撮影

5. 質疑応答
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１－① 協定の主旨

瀬戸内の中心に位置する「竹原市，三原市，尾道市」の３市が，
JR西日本と連携し，せとうちの資源・魅力，課題を活かし，地域外か
らの多様なファンを創出し，様々な形で地域と関係性を強化する取組を
すすめ，地域の課題解決につなげることをめざす。

関係人口＝地域のファン

連携して取り組む地域課題解決とは，各々では解決が難しい課題
や効果が小さい取組，持続性に欠ける取組などに対して，これまで以
上に垣根を越えた連携を図っていくものです。
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資源・魅力
課題

自分のスキルを活かしたい

ファン

地域とのつながりを持ちたい

ファン 地域活動に参加したい

ファン

自己実現したい

ファン

非日常を味わいたい

ファン

地域の課題解決
• 地域企業の人財やノウハウ不足
• 農業従事者の減少と高齢化
• 地域コミュニティの活力低下 等

地域との様々な関わり
合いを生み出していく!

ネットワーク

専門スキル

地域での消費

地域への関心
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１－② 事業プロセスデザイン

つながりの構築

STEP 1

実践・継続

環境整備

STEP 2

STEP 3

• 様々なきっかけをつく
り関係人口を地域に
誘引

• 地域外の人が地域
で活動することを地
域が体験

• 関係人口が地域で
行っている取り組み
を情報発信

• 外部から人が来やす
い環境を整備

• 関係者が連携・協
働し、地域づくりを実
践

• 取り組みの組織化
等

関係人口（せとうちファン）
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１－③ ３市とJR西日本の役割

３市

JR西日本

 関係人口への期待や必要性，関係人口が地域にも

たらすメリット等を地域に知らせる。

 具体的なつながりをつくり，外部人材と地域をつなげ

関係人口を拡大する。

 地域と関係人口のつながりを創出するため，広域的な

範囲で人や事業者を，３市をはじめとした地域へつな

げ，拡げる。
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１－④ 事業パートナーの紹介

働き方の自由度が高くスキ
ルを持った人材

地方に興味がある学生を
中心とした若者

第二の故郷を求める
都市部居住者

副業人材を求める
地域の企業・団体

繁忙期の人手不足など
農業・観光業

地域に活力を生みたい
住民組織・団体

※多様なファンづくりのため，事業パートナーを今後も募っていく予定
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２－ 三原市

【せとうちファンづくり】
瀬戸内海の「真ん中」に位置する三原の魅力，強
みを都市部の地方関心層に届け，関係人口づくりに
取り組みます。
【取組方針】
①せとうちファンづくりのため，関心が持てる取組を
提供し， 三原に呼び込みます。

②中間支援組織を核とした受入プラットフォームを
介して，都会と三原をつなぎます。

③受け皿となる地域や市内企業などと連携し，
担い手確保など課題解決を図ります。
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２－ 竹原市

竹原市における関係人口創出の取組について
○現在の取組状況
たけはらファンクラブの創設 令和２年８月
・加入者数 個人会員860人，法人会員25社（3/21時点）
・主な取組 ＳＮＳを活用したネットワークの構築と情報発信

ファンクラブ会員と地域住民との交流イベントの実施

○今後の取組

たけはらファンクラブ
（竹原を応援してくれる人達の集まり）
・市民会員
・企業会員
・市外会員（東京竹原会会員など）

潜在関係人口
※竹原出身者やたま
ゆらファン，ウサギ
好きなど，竹原に何
がしかの縁や興味・
関心のある人を想定

魅力発信

・季節の風物詩
・グルメ
・イベント

・ボランティア募
集 等

せとうちファンづくり

◆竹原市独自の取組に加えて，せとうちファンづくり協定に
基づく連携協力による取組を活用し，関係人口の創出・拡大
に取り組みます。
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２－尾道市

◇これまでの尾道市の取組（R2）
○プロモーションサイト「人と尾道」の公開
○移住・ワーケーション体験ツアーの開催
（参加者41名のうち12名が尾道市に移住）

◇尾道市の強み
○全国的な知名度と多様な観光資源
○里山から島しょ部までの豊かな自然環境
○瀬戸内の十字路としての広域拠点性

↓
◇今後の取組
積極的に尾道市の魅力を発信しながら、
関係機関と連携して外部人材の受入を行い、
関係人口の創出・拡大を目指します。
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２－ JR西日本

※2020年10月30日「JR西日本グループ中期経営計画2022見直し」より一部抜粋
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２－JR西日本

地域が持つ魅力の発信やコンテンツの造成＝

「観光」を軸にした交流人口の拡大

課題解決を通じた地域のファン(関係人口)づくり

地域や事業者の垣根を超えた連携により取り組む地域課題

ＪＲ西日本のリソースで人や事業者を地域と繋げる・拡げる

◆これまでのJR西日本の地域共生の取り組み

◆連携協定における地域共生の考え方

今後取り組みの輪を他市町にも拡げていき広域で連携を図る

×
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